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～移送サービス利用者募集～ 
歩行が困難な方のお手伝い 歩行が困難な方のお手伝い 歩行が困難な方のお手伝い 

対　　象：身体障害者手帳の交付者及び介護認定をうけている高齢者、 
　　　　　障害のある方で、公共交通機関を利用することが困難な方。 
利用できる内容：病院への送迎、公共機関への手続き 
利 用 日：月曜日～金曜日（祝日を除く） 
利用料金：1km50円ずつ加算 
　　　　　（その他、待機料金あり） 
問 合 せ：藤野町地域事務所 
　　　　　電話 042-687-3361

のびのびクラブ 
に参加してみませんか 

みんなで歌を歌ったり、手づくりの作品を作ったり、楽しいひと時を
過ごしませんか。 

対　象：65歳以上の方で、レクレーション等を希望する方 
日　時：毎月1、2回　午前10時～午後3時 
会　場：市内16地区　地域の集会所等 
利用料：１回500円（昼食代含む） 
問合せ：市社協藤野町地域事務所　電話 042-687-3361

～皆様ご協力ください。赤い羽根共同募金運動実施中～　10月1日から12月31日まで。

みんなであなたの命を守ります・・・ 
地域一

丸！ 
地域一

丸！ 

みんなであなたの命を守ります・・・ みんなであなたの命を守ります・・・ 
～地域一丸となった、吉野地区の自主防災組織の取組みについて～ 

　吉野地区の7つの自治会では、地域住民の助け合い活動
の一環として阪神大震災を教訓に、平成11年5月から吉野
自主防災組織（岩崎三雄本部長）が、自治会組織から独立し
て活動を展開しています。 
　組織のモットーは、自助（自分の身は自分で守る）、共助
（住民がともに助け合う）、公助（公の機関が助ける）の精
神で、地域の人々、そして地域を訪れる人々を、『いざ』と
いう時に守り抜くことです。地域の民生委員児童委員、消
防団、消防後援会、赤十字奉仕団の方々など、85名のリー
ダーによって地域の安全・安心を約束しています。 
　実際、数年前に陣馬山に登山した地域の方が道に迷っ
た時には、消防団と連携をとり、家族との安否確認を行っ
たりしました。また今年、吉野地域で発生した高齢者の住
宅火災の際には、深夜にも関わらず役員は連絡をとりあい、
生命財産を守るためメンバーが出動態勢を整えていたと、何
とも頼もしい限りです。 

　また、地域の人たちに対しては、毎年１回災害時の伝達や
救助、救出、負傷者の手当、炊出しなどの防災訓練を実施し
たり、美化運動の際に、消防団と連携し消火栓の取り扱い
訓練を実施するなど、常に防災意識をもってもらうよう独
自の工夫をしています。 
　『最近では、7月に中越沖地震が発生し、高齢者等生活弱
者の安否確認や家屋の復旧作業に時間がかかったという問
題が起こりました。藤野町地域でも高齢化、過疎化が進行
し、いざと言うときの人的支援がなくなりつつあります。
しかし、吉野地区では独自に防災マップを作成し、災害が
起こった際には迅速に手助けが行えるように組織づくりを
強化していきたいです。そのためにはリーダーだけではな
く、地域に住む人々みんなが防災意識を高める必要性があ
ります。9月16日に吉野地区自主防災組織が主催した防災
訓練に吉野地区より234人が参加され、すばらしい防災訓
練ができました』と語る岩崎さん。今後もさらなる活躍に
期待します。 
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福祉バザーに 
　ご協力を… 
福祉バザーに 
　ご協力を… 

～ご家庭で眠っている品物をご寄付ください～ 

　藤野町地区社会福祉協議会では、10月28日（日）
に開催されるふじの産業まつりで福祉バザーを開催
します。 
　ご家庭で使用していない物品（古本、古着を除く）が
ありましたらご寄付をお願いいたします。 
　なお、当日の売上金は、藤野町地区内の福祉講座
やボランティアの育成経費として使われます。 

～福祉バザー開催～ 

10月28日開催！ 
名倉グランドで会いましょう 

年に一度のお宝探し！ 年に一度のお宝探し！ 

お問合せは、藤野町地域事務所 
電話 042-687-3361 
FAX 042-687-4049

　「 録音版・点字版の
発行
詳しくは、市社協藤野町地域事務所までお問合せください。

相模原市ファミリーサポートセンター　ふじの登録者募集 

ふじのに住む、子ども好きな人みんな集まれ～！！ ふじのに住む、子ども好きな人みんな集まれ～！！ ふじのに住む、子ども好きな人みんな集まれ～！！ 
　相模原市ファミリーサポートセンターは、安心とゆとりを持って子育てができるよ
うに、「子育ての手助けが欲しい人」（利用会員）と、｢子育ての手助けをしたい人｣（援
助会員）を結びつけ、子育ての相互援助活動を応援する、有償の会員制の組織です。 
　活動内容は、保育園・幼稚園・児童クラブ等の送迎や開始前・終了後の保育、リフレッ
シュの時の預かりなど、赤ちゃんから小学生まで、子育てをサポートする取り組みです。 
　センターでは、藤野町地域で子育てのお手伝いをしていただける援助会員を募集
しています。また、下記の日程で、援助会員講習会を開催しますので、この機会に是
非ご参加下さい。 

援助会員講習会 援助会員講習会 援助会員講習会 会場：津久井文化福祉会館 3階 研修室 要予約 
時間はいずれも午前9時30分～午後3時 

1日目 

2日目 

3日目 

11月13日（火） 

11月14日（水） 

11月16日（金） 

☆有資格（保育士・幼稚園教諭・小学校教諭・
保健師・看護師等）の方は随時登録がで
き、講習会の一部免除があります。 
☆受講中の保育を実施します。（予約制） 

申込み・問合せ：相模原市ファミリーサポートセンター（市社協内） 
開設時間：月～金曜日の午前8時30分～午後7時 
電　　話：042-730-3885 
E-メール：famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

紹介します 

の 
第１弾 

心をこめてつくってます 

来

年
の干支のカワイイねずみの

親子
で

す

　皆さんは、藤野町に隠れた名産品があるのをご存知ですか。希少な手づくり品、
手作りゆえ1点ものの商品（作品）もあるのです。 
　今号では牧野にある『くりのみ学園』（青木恒也施設長）で作られている、陶芸
作品とシイタケをご紹介いたします。 
　くりのみ学園は、昭和57年9月に開園した知的障害者更生施設で、入所等
35名、通所等14名の方々が利用されています。主な作業は、陶芸作品の製作、
シイタケ栽培、公共施設の清掃作業などです。 
　ここで有名なのは、創造性に富んだ陶芸作品の数々。陶芸作家藤野氏の指導
を受け、皿やカップ、花瓶などの製作に取り組んでいます。また、極めつけは
干支の作品です。製作個数に限りがありますが、毎年親子の愛らしい姿をみる
ことができます。来年の干支は“ねずみ”あなたも、お部屋に一ついかがですか。 
　もう一つは、原木栽培による生シイタケの販売。美味しいシイタケを通年
販売できるよう、厳選した数種類のしいたけを栽培しており、植菌から収穫まで

手作業で一つ一つ、心をこめて作業を
行っています。 
　毎年3月の第一土曜日には『しいたけ
祭』が開かれ、来年は3月1日の土曜日
に開催されます。 
　なお、陶芸作品は300～1,000円、
来年の干支のねずみの親子は700円。
生シイタケは1パック300円で販売して
います。 

商品のお問合せは、 
　くりのみ学園　電話 042-689-2233　FAX 042-689-2702 
　　　　　　　　Ｅ-MAIL：kurinomi@net.email.ne.jp

おいしそうなシイタケです 

第１回ふじの福祉のつどい開催 第１回ふじの福祉のつどい開催 第１回ふじの福祉のつどい開催 第１回ふじの福祉のつどい開催 福祉の祭典 
　毎年、恒例の福祉の祭典を開催します。今年も地域の人たちと福祉にかかわる
人との交流、理解を深めるために「第１回ふじの福祉のつどい開催」します。 

日　時：12月8日（土）午前10時～午後3時 
会　場：藤野芸術の家 
内　容：模擬店、手作り品販売（市内福祉施設）バザー 
　　　　福祉体験コーナー（車いす操作、点字）、作品展示 

胡弓の吟遊詩人、シンガーソングライター 芳晴さん　　 
による演奏を開催します。 

牧野に在住し、胡弓の演奏だけでなく、自らの言葉で歌い物語りを語り
かける和音奏法を編み出しています。 

お問合せは、藤野町地域事務所　電話 042-687-3361　FAX 042-687-4049

紙紐にいのちを吹き込む時・・・・。
小渕に住む木村昭さん（72歳）は、藤野町の『紙紐

細工』の達人です。というのも木村さん、実は5年前
に当時町社協の事務所にある手編みのカゴを見た
ことをきっかけに、“これなら自分にもできる！”と
ひらめいたとか。その後すぐに、紙紐細工に関する
本を購入し、独学で研究を重ねに重ね、手編みのカゴ
などをつくるようになったとのことです。
まずは、作品のイメージを描き、必要に応じて

型枠をつくり、直径幅1.9cmの紙紐をイメージに
合わせた色の紐を必要な幅に裂いていきます。
そしてカゴの大きさに合わせて編み合わせの模様を

また考え、紐にねじりを入れたりや紐を交差させたり、違う色を組み合わせて
工夫して織り込み、ボンドを使い主要な部分を止めていくそうです。
そして、その作業モットーは、自分なりに工夫し、何事も根気と粘り、創造性を

養うことだとか・・・・。そして編み込みを続け、やがて形が出来上がった作品
それぞれにニスを施します。
こうした一連の作業は、「特に考える力（イメージ）の向上と指先の訓練に
なっている。」と語る木村さん。
　作品の製作期間も、4時間から1週間ほど要し、紙紐が10ｍ近く必要な作品も
あるそうです。年間の製作個数も100個を超えることもあるということで、
まさに気力と集中力が必要のようです。
　最近では、そんな木村さんの作品
に対する口コミが広がり、若い人
からお年よりまで、手カゴの製作
依頼も飛び込んでいるとか。
　これからも、自分の限界に挑戦し、
創造性を屈指し色々な作品づくりに
チャレンジしていきたいと語る木村
さん。ぜひ、斬新なデザインの作品
を作ってくださいね。 この紐で作品を作ります

みごとなカゴ作品です


